






はじめに 

後期妊娠中毒症(以下中毒症)については,現在,日本産科婦人科学会の中毒症問題委員会に

おいて,分類や三大症状の下限の設定など,徹底的な再検討が行われつつあり,最終的な成

案が得られるまでには,かなりの日時を要するものと推測される。しかし現実的な中毒症の

臨床的意義は,母体死亡,子宮内胎児死亡,子宮内胎児発育遅延などにつながる極めて大き

なものがある。したがって産科臨床では一日も放置し得ないものがあり,今回はまず昭和

55 年の中毒発生状況の実態を調査し,中毒症の現状の把握を試みた。 


